
かしわの橋・野里の渡し（野里1-20） 西成大橋親柱の碑（花川2-1-12 鼻川神社内） 佃漁民ゆかりの地（佃1-18-14 田蓑神社内） 中島大水道跡碑（大野川緑陰道路・千舟1-4と姫里3-9の間）

大塚切れ洪水碑（福町 淀川堤防沿い） 初代心斎橋・新千舟橋跡（出来島1-1と1-2の間）

一休和尚の足跡（御幣島4-14-12 光明寺内） 天神社跡碑（竹島3-7 竹島公園内）

大和田城跡（大和田4-3-24 大和田小学校内） 判官松の碑（大和田5-20-20 大和田住吉神社内）

令和7年 （2025年）３月発行

大阪市西淀川区役所

　その昔、大阪は海岸線が東は生駒山麓、西は六甲山麓まで入り込み、現在
の西淀川区は海面下にありました。その後、長い年月にわたり淀川などが土
砂を運び、河口に『難波八十島』と呼ばれたいくつもの島を形づくりました。
　西淀川区の地名に、歌島、竹島、出来島、中島、西島、姫島、百島、御幣島な
ど、島の名が多いのは、その名残といえます。
　1925年(大正14年)４月１日、大阪市第２次市域拡張により、西成郡鷺洲
町・千船町・稗島町・伝法町・歌島村・福村・川北村が大阪市に編入され、西淀
川区が新設発足しました。
　その後、昭和16年に区域変更し、昭和18年４月１日の大阪市行政区再編
成に伴い現在の区域となりました。

　大野川緑陰道路は歩行者・自転車専用道路で、八丁大橋跡から淀
の水橋跡までの約3.8ｋｍ、幅員は19～47ｍあります。この道路に
は、高木約1万本、低木約12万本の100種類にも及ぶ樹木があり、四
季折々の景色が楽しめます。散歩道として、健康づくりの場として親
しまれ、区民のすばらしい憩いの場となっています。

　大野川筋は、神崎川と新淀川とを結ぶ延長約6ｋｍ、幅員26～31
ｍの川筋で上流より阪北水路、中島大水道、大野川と続き工業地域
である西淀川区の中心部を横断して、古くから舟運、かんがい、利
水、治水などを中心に、住民にとっては欠かせないものでしたが、地
下水のくみ上げ等による地盤沈下を生じ、数回にわたる風水害に見
舞われ、年々河川としての機能が低下し、河川汚濁による悪臭が日
増しに激しくなってきました。
　そのため、公害対策と環境改善を目的として昭和45～47年度
（1970～1972年度）にかけて大野川筋の埋め立て工事が行われま
した。跡地利用として、緑豊かな散策道路・サイクリング道路とする
ことが決定されました。整備工事は昭和46～54年度（1971～1979
年度）にかけて行われました。

　市内では珍しくコンクリート護岸のない海水面と接する公園で、自
然石を用いた荒磯自然海岸や水に触れ合うことのできる潮溜まりが
あります。周辺では野鳥の姿が観察でき、冬場には数千羽の渡り鳥
(カモなど)が羽を休めています。また、矢倉緑地から眺める夕景は、阪
神高速道路湾岸線のシルエットを浮かび上がらせ、西淀川区の新しい
シンボルとなっています。

　淀川と神崎川の河口にはさまれた矢倉緑地は昭和9年の第1次室戸台風で水没した田畑を埋め立てた土地で、平成9年（1997
年）から造成を行い、平成12年（2000年）9月1日にオープンした都市公園です。
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わがまち西淀川の名所・史跡

西淀川区の町名の由来

大野川緑陰道路

矢倉緑地

　「安定池」という大きな池の周りに遊歩道やせせらぎ、あずまやが
あり、水生植物や常緑樹、落葉樹が植えられています。安定池は、水
の中の微生物や水生植物など、自然の浄化作用（水をきれいにする
力）を利用して、下水処理場できれいにした水をさらにきれいにする
施設です。

　大野下水処理場では、市民の皆様に
親しまれる下水処理場をめざした「花の
下水処理場計画」に基づいて植えられ
たウメの木が、開花時に見学に訪れる
人々の目を楽しませています。

　東淀川区菅原から淀川右岸（北岸）堤防上を上流へのぼり、寂光寺
付近から神崎川樋門へ、そして神崎川左岸（南岸）河川敷を下流へく
だり西淀川区出来島、国道43号までの21.6kmの自転車歩行者専用
道路です。

　竹島は古くは竹之町と呼ばれ、
天神社は文禄3年（1594年）の
勧請と伝えられており、延宝5年
（1677年）の加島村検地帳には、
25歩（坪）5間四方・天神宮地と
記載されています。
　竹之町は文化年間に竹島と改
称されますが、文政6年（1823
年）に社殿を修理し、同年9月に
は石灯篭一対が寄進され地域住
民に崇敬されていました。
　しかし、明治42年（1909年）
に香具波志神社（淀川区加島）に
合祀されるようになり、御社は移築されました。現在は、香
具波志神社内に竹島神社として、少名彦（すくなひこ）大神・
大己貴（おおなむち）大神が祀られています。

　大正6年（1917年）9月末の豪雨により淀川右岸三島郡大
冠村(現在の高槻市)大塚の堤防が200メートルにわたり決
壊しました。この洪水の決壊個所から「大塚切れ」と呼ばれ
ました。三島郡の大半を沈め当時西成郡であった現在の東
淀川区、淀川区、西淀川区一帯は泥海と化し、十三付近で浸
水八尺(約2.4メートル)に達しました。この洪水による浸水町
村数 31、罹災戸数15,497戸、罹災人口46,491人に達しま
した。
　当時の福村では、10月1日夕刻、村民に対して避難するよ
う通告されました。そして3日昼過ぎ、さらに濁流が押し寄せ
ました。そして10月中旬ようやく淀川の水位が下がりはじめ
ました。浸水各村内の水位の方が淀川より高いので、今の国
道43号より上流約200メートルの個所で淀川の堤防を切開
して停滞していた湛水を淀川へ流し出しました。福村で地面
を見ることができるようになったのは、ほぼ1ヵ月後の11月5
日でした。現在、湛水を流し出すために堤防を切開した地点
の右岸堤防に大塚切洪水碑が建てられています。

　戦前戦後を通じて、初代の心斎橋として市民に親しまれてい
たのが新千舟橋でした。この橋は現在鶴見緑地公園の緑地西
橋として奉公しています。ここで改めて初代心斎橋の歴史をふ
り返って見ましょう。大阪で最初に架けられた鉄製の橋は高麗
橋であり、つづいて明治6年3月、長堀川に心斎橋が架けられ
ました。この橋はドイツ製で日本では五番目の鉄橋であり、長
さ37.1m・幅5.2mの橋体を巨大な弓形の桁で支えていたのが
特徴で、当時は西洋風のモダンな橋として浪速っ子の人気を
集めていました。

　平安時代の歌人 紀貫之の詠んだ歌からすると、佃の地
は古くには田蓑島と呼んでいたことがわかります。

　平安時代には島々が増え、砂洲が広がることを祝い、国家の隆
盛を祈った八十島祭（やそじままつり）が執り行われました。
　「御幣」は神に奉げる物の総称であり、御幣島の由来は、この祭
によるとも伝えられています。

▶佃1-18-14　田蓑神社内 ▶御幣島4-14-12　光明寺内

　天正8年（1580年）、織田信長
が摂津の国を討ち従えたとき、
阿波仁右衛門をしてこの地に城
を築かせたことがありました。大
和田の地は京都から淀川、神崎
川を経て西国に通じる交通の要
衝であったことから、戦略上の築
城だと思われます。しかし、この
城がいつごろまであったかにつ
いては明らかではありません。
　今では、大和田小学校校庭の
正門そばに碑があるのみです。

　源平の戦いで知られる元暦2
年・寿永4年（1185年）の2月、九
郎判官源義経が平家追討のた
め四国に渡ろうとして、大物（元
尼崎の地名）の浦から軍船を出
したことがありました。ところが
折からの突風にほんろうされ、
船は大和田の浦にうち寄せられ
たので、ここで再度軍容をたて
なおしました。
　このときの由縁の松が義経の
腰掛松とも手植の松とも呼ばれ
て伝えられていますが、当時の
状況からして、前者が正しいのではないかと思われます。ま
た、土地の庄屋が義経に鮒の昆布巻きを献上したところ、た
いへん喜ばれたことから、フジタ（鮒子多）の姓を名乗るよう
になったとも言われています。
　なお、大野下水処理場正門前にも、顕彰碑が建立されてい
ます。

　天正14年（1586年）、徳川家康
の一行が、住吉大社(大阪市住吉
区)参拝の後、多田神社(兵庫県川
西市)に参詣しようと神崎川で立
ち往生していたのを、佃村、大和
田村の漁民が協力し漁船を出し
て渡したことがありました。その
功により、漁民たちには家康から
「全国どこで漁をしてもよい、ま
た、税はいらない」という特別の
褒美が与えられ、同時に大坂方に
対する隠密役や献魚の役などを
命ぜられました。
　これが縁となり、正保元年（1644年）に佃村・大和田村の
漁民たちが江戸（隅田川河口）に移住、その地を故郷にちな
んで「佃島」と名付けました。
　田蓑神社の境内には、徳川家康を祀った東照宮があり、家
康と佃地域の深い結びつきを今に伝えています。

　中島大水道は大道村（現在の東淀川区東大道町）の庄屋 澤
田久左衛門ほかの首唱により、沿岸村民一致の努力と多大の
犠牲のもとに、東淀川区淡路本町2丁目から西淀川区福町ま
での間、延宝6年（1678年）に開削されたと伝えられていま
す。
　その後、明治30年代から40年代にかけて行われた淀川改
修工事に伴い、神崎川の支流であった大野川と合流しました
が長い年月、地域の人々に多大の恩恵を与えてきました。
　しかしながら、近年周辺の都市化とともに河川としての機
能を失うに至り、下流の大野川とあわせて埋め立てられ、ここ
に緑豊かな歩行者・自転車専用道路としてよみがえったもの
です。

　新淀川の開削は、明治42年
（1909年）に完成しましたが、そ
こに架けられたのが西成大橋で
す。この大橋は現淀川大橋の付
近にあり、梅田街道に通じ、梅田
方面から西淀川区へ入る玄関口
でもありました。
　親柱の碑文には、明治41年12
月竣工・延長四百四間参分（約
735m）・高欄内法参間（幅約
5.5m）と記してあります。

　一休和尚は室町時代の禅僧
で、名は宗純、号は狂雲といい、
京に生まれました。文明6年
（1474年）に勅命を受けて、一
時、柴野の大徳寺の住持になっ
たことがありましたが、その時以
外はおおかた放浪の生活に明け
暮れていたようです。
　そんなことから、この地にも暫
く足をとめた時期があったらし
く、光明寺には今も一休和尚の
筆になる自画賛の一軸が残され
ています。
　なお、一休さんにまつわる寓話
や逸話は、江戸時代に書かれた「一休はなし」にあるもので、
本当の一休和尚という人は、世の中の名声や利慾に目もくれ
ず、ひたすら禅の普及につとめた人のようです。
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　古代、淀川の河口にできたデルタを「難波八十島」と総称
していました。その島の一つにヒメジマの名があったこと
は、この万葉の歌からでも知ることができます。
　古事記によると、天の日矛（ひほこ）の妻である阿迦留
（あかる）姫が、夫の虐待にたえかねて難波の地に逃げてき
たことが記されてあり、それが姫島の発祥だとも伝えられ
ています。なお、姫島は比売（ひめ）島、稗（ひえ）島とも古い
文書には書かれています。

▶姫島4-14-2　姫嶋神社内

　池永家住宅がある野里界隈は旧中津川の右岸に接した
場所で、川は大きく蛇行し、たびたび洪水の被害にあった
場所だったそうです。
　明治末期に淀川の改良工事が行われ、守口から大阪湾
までほぼ一直線に現在の淀川か開削されました。もとの
川は埋め立てられ、地形が大きく変わりました。
　池永家住宅は、主屋、長屋門などが国指定の有形文化
財に登録されています。

　その昔、野里村は打ち続く風水害に悩まされていました。昔の人々
は自然の災害を神の怒りによるものだと考えていて、神の怒りを鎮
めるため、人身御供を捧げることがありました。この伝説は、野里神
社の神事として伝わるもので、7人の女児（一夜官女）を選び、7つの
膳（夏越桶）をしつらえ、親子別れの盃を交わした後、神殿に赴くとい
うもので、大阪府指定文化財となっています。
　由来は悲しい歴史を後世に残す物語ですが、今では地域の安全と
みんなの幸せを願い、地域で選ばれた乙女たちがきれいな着物を着
てまちを練り歩く明るい華やかなお祭りとなっています。
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　大和田の地は万葉の時代に、すでに文人の間に知られていた
ことが、この歌（写真）からも察せられます。この歌は万葉集に収
められているものですが、詠人は明らかではありません。
　万葉集の中には田辺福麻呂の歌集から収録したとあります。
大和田に隣接した千舟の名も、おそらくはこの歌にちなんでつけ
られたものでしょう。
　さらに大和田については、次のような歌も残されています。
"大和田の浦はに 今宵船とめて きよき浜辺の 月をいざ見ん"
（夫木抄 具氏）

▶大和田5-20-20　大和田住吉神社内

　神功皇后（じんぐうこうごう）が朝鮮半島に向かわれる
にあたり、この地を通過したとき、里人がつきたての餅を
柏の葉にのせて献上したといいます。これが柏里の名の
起りだと伝えられますが、一説には5世紀前半、仁徳天皇
の皇后が熊野詣の帰途、かの地から持ち帰った柏の葉を
ここで捨てたことに因んだともいいます。

　むかし神功皇后が住吉神社に奉献された島の中に幣帛
島（へいはくじま）と呼ばれた島があります。これは三韓か
ら朝貢を運んできた船が、このあたりで難船の危機にあっ
たことから、この島に姫神を祀ったと住吉神社記にありま
す。また一説には、神功皇后が朝鮮半島に向かわれての帰
途、ここで御幣を調整し、国の安泰を祈ったとも伝えられて
います。これが御幣島の語源です。

　野里の開発は南北朝時代と伝えられています。嘉吉2年
（1442年）にこの地の一部が崇禅寺に寄進されましたが、
その書状には「摂州中嶋野里庄」とあります。この地には
「島村蟹」の伝説があります。享禄4年（1531年）島村左馬
助がこの地において戦いに敗れ、多くの家臣もまた討たれ
ました。その時左馬助は敵2人を両脇にかかえて野里川に
とびこんで死んだといいます。その怨念が残って、以来こ
の川には武者の怒ったような顔の甲羅をした蟹が見られ
るようになり、人々はこの蟹を島村蟹と呼んだと摂陽群談
に記されています。

　佃は往時田蓑島（たみのしま）と呼ばれていました。足
利義詮の1364年（貞治3年）住吉詣記に「田蓑島の南に当
り、野田の玉川という所あり」と記されています。また宗祇
法師の名所方角抄には「田蓑島は天王寺の西戌亥の方よ
りの海兵なり」とあって、佃は佃千軒と呼ばれるほど、たく
さんの漁民が集っていました。付近ではエブネ、シラウオ、
イカナゴ、がよくとれ、特にエブナはその味が優れていて
有名であったといいます。

　佃、大和田、百島、福にかけて鯉漁は古くから「大和田の
鯉つかみ」と呼ばれて有名でした。摂津名所図会にも〝何と
なく鯉は浮きけり春の水〟という句があって、鯉つかみの
のどかな風景がしのばれます。
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歌島
（うたじま）

旧村名による。一説によれば「加島（かし
ま）」の古称を転化して「歌島（うたじま）」と
訓じたという。

西島
（にしじま）

元禄11年（1698年）に九条の池山新兵衛
信賢が開墾した新田で、佃・大和田の西に
位置する島であることから「西島新田」と
命名された。

福町
（ふくまち）

正保元年（1644年）福新田として開墾され
た。旧村名であるが、地名の由来は不詳で
ある。

野里
（のざと）

昔、当地が「三野郷（みのさと）」と称された
土地にあたるところから、郷名の「野郷（の
ざと）」と呼ばれたことに由来する。

花川
（はなかわ）

当地の村人が神功皇后来訪のとき、餅を柏
の葉にのせ、野咲きの花束を添えて献上し
たのに対し、「鼻川の里」と命名された故事
による。「鼻川」は「花川」に書き改められた。

姫里
（ひめさと）

昭和初期まで、姫島・野里の町域で、一部に
花川があった。土地区画整理時に町名の一
文字を重ね「姫ノ里」とし、昭和17年に姫島
三町会と野里五町会が合同して、その町名
を継承した。

姫島
（ひめじま）

古代の文献に地名（媛島・日女島・比売島）
の出典を求めて、「ヒエシマ（稗島）」を「姫
島」と当地に比定していることに由来する。
『「ひめを・ひえ」と訛り、遂には稗島と書く
に至れりとするもの差し誤りなきに似たり 
（西成郡史より）』

百島
（ひゃくしま）

元禄年間に大和田村の次郎右衛門が開拓
した土地で「百島新田」と名づけられた。
「百島」のいわれは不詳である。

御幣島
（みてじま）

難波八十島の一つ御幣島の旧地に比定さ
れた地名。神功皇后が朝鮮出兵から帰った
時にこの地に着船し、住吉大神を祀ったこ
とからこの称が起こった。「御幣」は神に奉
る物の総称。

大野
（おおの）

播磨樋口村(兵庫県）の樋口伊兵衛が開発
した土地で、当時「大いなる野原」であった
ことに由来する。

大和田
（おおわだ）

「万葉集」に「浜きよくうら懐かしみ神代より
千船のとまる大和田の浦」と当地が詠まれ
ている。「和田」は海の意で「おおわだつみ」
に通じ、広い海に面したことに由来する。

柏里
（かしわざと）

神功皇后がこの地を訪れた時、土地の人が
餅を柏の葉にのせ、野咲きの花束を添えて
歓迎の意を表したのに対し、この地を「鼻
川の里」、渡しを「かしは」と命名したことに
由来する。

竹島
（たけじま）

もとの「加島」の字地に「竹町(竹ノ町）」が
あり、その竹町が中心であった当地を、「竹
島」と合成して呼称された。

千舟
（ちぶね）

「万葉集」にある「浜きよく うら懐かしみ神
代より 千船の泊まる 大和田の浦」からと
られた地名である。

佃
（つくだ）

難波八十島の一つに「田蓑島」があり、貞観
年間（859～876年）に佃村と改め、「田蓑
庄」とも呼ばれたことに由来する。また、慶
長年間（1596～1614年）に佃・大和田の漁
民が徳川家康に鮮魚を献じて喜ばれ、その
恩賞に海上隠密方および鮮魚の役を努め
ることになったことから「佃」と称されたと
もいわれる。
『「佃」の名称は、家康が田蓑で漁業も大事
だが人はまず田で働けといったのに因むと
される。（大阪春秋第90号より）』

出来島
（できじま）

元禄元年（1688年）、摂津茨木在福井村の
倉橋彦坂四郎兵衛が開拓した町人請負新
田で、その完成を記念して「出来島新田」と
名づけられた。
『其能く成功せるに因みで出来島と名くと
ぞ （西成郡史より）』

中島
（なかじま）

元禄年間（1688～1703年）に京都の丁子
屋中島市兵衛が開墾したことにより「中島
新田」と呼ばれたことによる。

誕生日▶平成22年9月25日
性　格▶温厚でフレンドリー

西淀川区を緑豊かな潤いのまちにしたいとの願いから、昭和50年
に区制50周年を記念して、区の花に制定されました。

〒555‐8501
大阪市西淀川区御幣島1‐2‐10
（JR東西線「御幣島」駅　1番出口すぐ）
区役所代表電話番号
TEL 06-6478-9986

編集・発行：大阪市西淀川区役所
発行：令和7年（2025年）３月

史跡

歌碑

文化財

伝記・伝説

大野せせらぎの里（大野下水処理場内）

なにわ自転車道

池永家住宅（野里1-26-8）

野里の一夜官女祭（野里1-15-12　野里住吉神社内）

柏里と柏の葉 御幣島と神功皇后

佃千軒の漁民野里の島村カニ

大和田の鯉つかみ

区のマスコットキャラクター　に～よん

区の花 さざんか

西淀川区役所

区公式 X 区公式 Facebook 区公式 YouTube

西淀川区役所ホームページ 西淀川区広報紙
「きらり☆にしよど」 区公式 LINE

紀貫之の歌碑紀貫之の歌碑

万葉の歌碑万葉の歌碑

マスコットキャラクター「に～よん」
は区の花「さざんか」の妖精です。
西淀川区の魅力を広くアピールす
るため、西淀川区広報大使として各
種イベントで活躍中！ 

N-5

E-12

I-9

J-6

千舟

姫里

野里

歌島

柏里

花川

姫島

出来島

佃

大和田

西島
百島

大野
福町中島

竹島

御幣島

　「尼崎わき道行けば渡し三ツ
野里、佃に神崎のしも」（摂陽奇
観）と唄われ、江戸時代、中国街
道の脇道として賑わいをみせた
尼崎道。この道は中津川・神崎
川・左門殿川を渡し舟で渡り尼
崎城下に通じる近道でした。
　「野里の渡し」は中津川の渡し
場で、明治9年この地に「かしわ
の橋」が架けられるまで賑わい
ました。淀川の開削により中津
川は埋め立てられ「かしわの橋」
は、その使命を終えました。「か
しわの橋・野里の渡し跡」の石
碑は橋の礎石を利用して今も街角にたたずんでいます。
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　西淀川区には現在17の町名があります。町名の特徴は「島」
の字がつくものが多くあります。長い年月にわたる淀川、大和
川、武庫川などの運んできた土砂が、河口に堆積して洲をつく
り、次第に幾つもの島になりました。これが古代に「難波八十
島」と呼ばれたものです。
　新田開発や河川の架け替え、区域の変更などにより変わっ
ていった地名の由来を「西淀川区史」「西成郡史」などから引
用し紹介します。


